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村

正
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！

　
　
収
入

　
　
　
高

賀

木役川役山長

市
議
会
議
長

樋
　
口

謙
　
吉

彦
一
郎

佐
五
郎

政
太
郎

市
議
会
副
議
長

柳
　
　
　
宗
　
　
平
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ノ
　
　
直

遍

脚
光
浴
び
る
当
間
山

魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
拠
点
と
し
て
将
来
は
ス
キ
i
場

な
ど
大
観
光
地
開
発
の
夢
を
持
つ
当
間
山
麓
、
東
大
鈴

木
博
士
の
調
査
で
は
冬
期
二
十
万
人
、
夏
期
十
万
人
、

フ
リ
ー
客
十
万
人
計
四
十
万
人
の
誘
致
が
見
込
ま
れ
る

と
診
断
し
て
い
る
。

生
活
環
境
整
備

　
　
　
　
　
都
市
計
画
事
業
の
推
進

十
日
町
市
長

　
市
民
の
皆
様
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
揃
い
で
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
十
日
町
市
も
昨
年
は
国
か
ら
低
開

発
地
域
の
開
発
拠
点
地
域
に
指
定
を

受
け
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。
今
後
織
物
産
業
を
中
心
に
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
豊
一
り
，

市
計
画
、
工
場
団
地
、
工
場
用
水
等

の
基
盤
整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
る
予

定
で
あ
り
ま
す
が
、
市
民
生
活
の
環

境
整
備
も
併
せ
て
進
め
て
い
く
考
え

で
あ
り
ま
す
。

当
市
は
健
全
財
政
を
維
持
し
な
が
ら

市
民
生
活
の
向
上
と
福
社
の
増
進
の

た
め
少
な
い
財
源
を
効
果
的
に
予
算

村
　
山

謙
　
吉

化
す
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
が
、

本
年
予
定
さ
れ
て
い
る
主
な
る
事

業
は
、
昭
和
四
十
二
年
度
に
建
設
を

予
定
し
て
い
る
市
役
所
庁
舎
の
整
地

と
設
計
、
学
校
関
係
で
は
飛
一
小
学

校
の
建
築
、
こ
れ
で
老
朽
校
舎
の
改

築
は
一
巡
す
る
の
で
、
今
後
は
内
部

施
設
の
整
備
、
校
舎
の
補
修
等
に
力

を
入
れ
、
叉
本
年
は
皆
様
の
協
力
を

得
て
人
材
養
成
の
た
め
奨
学
金
制
度

を
発
足
さ
せ
た
い
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
衛
生
セ
ソ
タ
ー
は
し
尿
処

理
場
に
続
い
て
昨
年
火
葬
場
が
完
成

し
た
の
で
本
年
は
塵
芥
焼
却
場
に
着

手
し
ま
す
。

　
土
木
の
面
で
は
年
に
二
、
三
億
円

の
事
業
費
で
国
道
整
備
を
し
て
お
り

ま
す
が
、
十
日
町
－
小
千
谷
間
の
う

ち
十
日
町
市
内
は
二
年
で
改
良
を
終

り
昭
和
四
十
三
年
度
に
は
舗
装
を
完

了
す
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

近
代
都
市
づ
く
り
へ

又
十
日
町
橋
は
八
米
巾
で
着
工
、
八

箇
ト
ソ
ネ
ル
は
約
四
億
円
の
予
算
で

本
年
完
通
す
る
よ
う
努
力
し
て
お
り

ま
す
。
更
に
都
市
計
画
、
昨
年
完
成

し
た
十
日
町
駅
の
広
場
拡
張
、
市
道

の
舗
装
、
山
間
部
の
市
道
整
備
等
を

推
進
し
ま
す
。
農
業
は
昨
年
よ
り
実

施
し
た
構
造
改
善
事
業
を
進
め
る
外

農
業
の
近
代
化
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
交
通
事
故
防
止
対
策
、
社

会
福
祉
の
強
化
、
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ

ソ
の
推
進
、
飯
山
線
の
改
善
、
北
越

線
の
着
工
、
関
越
自
動
車
道
の
十
日

町
通
過
等
本
年
も
大
き
な
仕
事
が
山

積
さ
れ
て
お
り
、
今
後
と
も
市
民
並

び
に
市
議
会
等
の
ご
協
力
に
よ
り
こ

れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
て
い
き
た
い

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
は
各
出
張
所
に
少
く
と
も
一

回
移
動
市
長
室
を
設
け
、
叉
な
る
べ

く
多
く
の
地
区
に
移
動
市
役
所
を
開

設
し
、
市
民
の
生
の
声
を
市
政
に
反

映
す
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。
な
に
と

ぞ
本
年
も
変
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
と
共
に
，
市
民
の
皆
様
の
ご
繁
栄

と
ご
健
康
を
お
祈
り
し
新
春
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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、
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営
の
合
理
化
に
大
変
に
努
力
せ
ら
れ

産
業
基
盤
の
整
備

十
日
町
市

議
会
議
長

　
市
民
の
皆
さ
ま
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昭
和
四
十
一
年
の
輝
か
し
い
新
春

を
迎
え
て
十
日
町
市
の
発
展
と
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈

り
申
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
十
日
町
市
に
お
き
ま
し
て

は
、
懸
念
さ
れ
た
豪
雨
災
害
や
台
風

禍
も
さ
し
て
大
き
な
も
の
も
な
く
比

較
的
平
稔
な
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、

年
度
始
め
に
地
域
開
発
の
基
盤
と
な

る
低
開
発
地
域
工
業
開
発
地
区
の
指

定
を
受
け
た
の
を
は
じ
め
、
待
望
久

し
か
っ
た
し
尿
処
理
場
の
完
成
、
あ

る
い
は
市
民
ブ
ー
ル
、
火
葬
場
、

樋
　
口
　
政
太
郎

駅
舎
の
建
設
さ
ら
に
中
条
小
学
校
の

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
な
ど
、
予

期
以
上
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
偏
え
に
市
民
の
皆

さ
ま
の
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
ご
協

力
の
賜
も
の
と
深
く
感
謝
申
上
げ
ま

す
と
同
時
に
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に

ご
同
慶
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
一
方
業
界
に
お
き
ま
し
て
は
主
要

．
産
業
の
織
物
が
全
国
的
な
経
済
不
況

の
中
に
き
び
し
い
年
越
し
と
な
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
関
係
者
の
意

気
込
み
も
年
あ
ら
た
ま
っ
て
一
層
強

く
速
や
か
な
景
気
の
回
復
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
市
の
重
要
産
業
の
ひ

と
つ
で
あ
り
ま
す
農
業
は
一
部
に
融

雪
災
害
や
冷
害
も
あ
り
ま
し
た
が
、

全
般
的
に
は
平
年
作
を
確
保
し
た
よ

う
で
す
。

　
叉
商
工
業
は
経
済
の
不
況
の
中
経

良
い
成
績
を
堅
持
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
て
本
年
は
十
日
町
市
を
中
心
と

し
た
地
域
開
発
を
目
指
す
低
開
発

地
域
工
業
開
発
促
進
法
に
基
づ
く
、

産
業
基
盤
整
備
事
業
が
強
力
に
推
進

さ
れ
る
第
一
年
次
で
あ
り
ま
す
。
従

い
ま
し
て
地
域
が
特
に
遅
れ
て
お
り

ま
す
国
道
、
鉄
道
、
通
信
等
の
施
設

の
整
備
に
は
特
に
力
が
注
が
れ
ま

す
。
　
更
に
十
日
町
市
を
中
心
と
し
た
工

業
化
が
進
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
工
業

立
地
の
条
件
整
備
事
業
と
相
侯
っ
て

近
代
的
な
都
市
づ
く
り
、
市
民
生
活

の
環
境
づ
く
り
が
促
進
さ
れ
ま
す
。

私
ど
も
市
議
会
と
し
ま
し
て
も
今
年

こ
そ
栄
光
の
年
で
あ
る
よ
う
広
い
視

野
に
た
っ
て
皆
様
の
ご
期
待
に
沿
う

よ
う
織
物
産
業
の
振
興
、
農
業
の
近

代
化
、
福
祉
の
向
上
、
教
育
の
充
実

を
念
願
い
た
し
、
市
政
発
展
に
一
層

の
努
力
を
い
た
す
所
存
で
お
り
ま
す

の
で
、
何
分
の
ご
鞭
縫
を
お
願
い
申

上
げ
ま
す
。

　
こ
X
に
謹
ん
で
市
勢
の
益
々
発
展

を
祝
し
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

　
　
産
業
露
発
青
年

　
　
隊
員
募
集

◎
募
集
期
間
　
昭
和
四
十
一
年
二
月

　
二
十
八
日
ま
で

◎
幹
部
隊

一
、
募
集
人
員
　
四
十
名
予
定

二
、
資
格
二
十
二
才
飼
二
十

才
ま
で
の
男
女
で
、
短
期
大
学
卒
業

以
上
の
学
力
を
有
す
る
人

◎
中
央
隊

一
、
募
集
人
員
　
四
十
名
予
定

二
、
資
　
格
十
八
才
こ
二
十
三

才
ま
で
の
独
身
男
子
で
、
高
等
学
校

卒
業
以
上
の
学
力
を
有
す
る
人

◎
地
方
隊
　
　
四
七
〇
名
予
定

二
、
資
　
格
概
ね
、
十
八
才
～

二
十
三
才
ま
で
の
男
子
で
義
務
教
育

修
了
者
以
上
の
学
力
を
有
す
る
人

（
注
）
文
中
の
学
力
と
は
、
学
歴
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
学
校
卒
業
で
も

選
考
試
験
に
合
格
す
れ
ば
よ
い
わ
け

で
す
。

◎
詳
細
は
市
役
所
建
設
課
に
お
た
ず

ね
下
さ
い
。

寄
付
あ
り
が
と
う

ヨ

㎜
蹴
…
義
…
藻
灘
薩
講

■

、
　
新
有
権
者
の

■

　
　
　
感
想
文
募
集

■■　
　
自
治
省
と
県
選
挙
管
理
委
員
会
で

胴
は
、
こ
と
し
あ
ら
た
に
成
人
と
な
り

㎜
有
権
者
と
な
る
青
年
男
女
を
対
象
に

闘
政
治
、
選
挙
に
つ
い
て
の
感
想
文
を

㎜
つ
ぎ
に
よ
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

關
内
容
…
…
民
主
政
治
と
く
に
選
挙
に

㎜
　
　
対
す
る
新
有
権
者
と
し
て
の
自

ロ

旧
　
　
覚
を
内
容
と
す
る
も
の
で
標
題

㎜
　
　
は
自
由
、
二
〇
〇
字
詰
原
稿
用

ロ

隅
　
　
紙
十
枚
以
内
、
又
は
四
〇
〇
字

㎜
　
　
詰
五
枚
以
内
。

㎜
応
募
資
格
…
…
昭
和
二
十
年
一
月
一

㎜
　
　
日
か
ら
二
十
一
年
十
二
月
三
十

ロ

㎜
　
　
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
も

剛
　
　
　
の
◎

コ

㎜
締
切
…
…
昭
和
四
十
一
年
一
月
三
十

引
　
　
一
日
。

コ

㎜
提
出
先
…
…
東
京
中
央
郵
便
局
区
内

闘
　
　
自
治
省
選
挙
局
管
理
課
宛
。

　
社
会
福
祉
事
業
の
お
役
に
と
、
市

社
会
福
祉
事
務
所
に
つ
ぎ
の
方
々
が

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
高
三
年
二
組
有
志
一
同
千
円
、

十
日
町
新
聞
社
親
睦
会
三
千
円
、
佐

藤
竜
次
氏
五
千
円
、
ボ
ー
イ
ス
ヵ
ウ

ト
十
日
町
第
一
団
二
万
六
千
五
百
四

十
一
円
、
庭
野
貴
美
子
さ
ん
（
中
二
）

七
百
三
十
六
円
、
大
島
伊
一
氏
（
水

野
町
）
二
千
五
百
円
、
水
沢
部
落
彰

友
会
婦
人
部
二
千
円
、
関
ロ
ヲ
ト
メ

さ
ん
（
神
明
町
）
千
円
、
駅
通
り
商

店
会
（
代
表
丸
山
政
二
氏
）
三
千
五

百
六
十
一
円
、
佐
藤
仁
作
氏
（
本
町

一
丁
目
）
一
万
円
、
十
日
町
実
業
高

校
家
庭
ク
ラ
ブ
衣
類
二
十
二
点
、
庭

町
三
本
通
り
千
円
、
関
芳
織
物
㈱
撫

て
と
く
名
五
百
円
、
と
く
名
八
千
円

．
中
魚
沼
民
労
一
万
五
千
円
、
東
北

電
労
十
日
町
分
会
五
千
五
百
七
十
五

円
、
太
田
花
枝
（
関
芳
織
物
住
吉
工

場
勤
務
）
二
千
円
、
法
務
局
勤
務
白

井
氏
靴
下
五
点
下
条
中
昭
和
三
十
四

年
度
卒
業
生
六
千
四
百
六
十
円
。
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ド

野
由
松
氏
（
西
浦
町
）
千
円
、
稲
荷
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

子
室
一
同
四
百
円
、
十
日
町
中
学
校
嗣

生
徒
有
志
一
同
九
百
二
十
一
円
、
下
。

条
地
区
婦
人
会
三
千
円
、
山
本
町
五
－

丁
目
大
津
秀
男
君
（
小
五
）
三
百
八
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

十
五
円
、
十
日
町
警
察
署
を
経
由
し
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

醐
　
質
流
れ
品
公
売

■
　
▽
一
月
二
十
五
日
午
前
九
時
～
午

ド

㎜
後
四
時
十
日
町
繊
労
会
舘
、
一
月
二

酬
十
六
日
午
前
十
時
～
午
後
三
時
三
十

ロ

㎜
分
吉
田
出
張
所
（
雪
の
た
め
自
動
車

㎜
が
不
通
の
場
合
、
中
止
す
る
事
が
あ

㎜
り
ま
す
）
。
▽
一
月
二
十
七
日
午
前

餉
十
時
～
午
後
三
時
三
十
分
水
沢
出
張

㎜
所
。
▽
一
月
二
十
八
日
午
前
十
時
～

闘
午
後
三
時
三
十
分
下
条
出
張
所
。

㎜
◎
公
売
の
品

　
着
物
（
お
召
を
含
む
）
三
四
点
、

羽
織
（
お
召
を
含
む
）
二
七
点
、
帯

三
点
、
反
物
（
絹
織
物
含
む
）
十
一

点
、
背
広
服
十
五
点
、
婦
人
服
四
点

オ
ー
パ
ー
十
点
、
レ
ソ
コ
！
ト
ニ
点

コ
ー
ト
五
点
、
革
ジ
ャ
ソ
バ
！
一
点

扇
風
機
一
点
、
毛
糸
編
機
一
点
、
ト

ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
ニ
点
、
写
真

機
二
点
、
ブ
レ
ヤ
i
二
点
、
原
燈
機

一
点
、
ラ
ジ
オ
一
点
、
時
計
九
点
、

指
輪
一
点
、
そ
の
他
衣
類
多
数
。

　
今
回
が
最
後
の
公
完
に
な
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
御
希
望
者
は
是
非
お

越
し
下
さ
い
。

タ
バ
コ
は
市
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

タ
パ
コ
の
代
金
の
う
ち
か
ら
納
入
さ
れ

る
税
金
は
、
市
の
道
路
、
学
校
等
の

経
費
に
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

（
誕
融
継
鑑
．
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17回雪まつり

2
月
1
9
・
20
日
に
決
ろ

　
恒
例
の
雪
ま
つ
り
は
昨
年
と
一
昨

年
の
二
回
少
雪
の
た
め
中
止
し
て
い

ま
し
た
が
、
去
る
十
一
日
商
工
会
議

所
で
開
か
れ
た
雪
ま
つ
り
委
員
会
で

こ
と
し
は
二
月
十
九
、
二
十
日
の
二

日
間
盛
大
に
行
う
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。
行
事
は
例
に
よ
っ
て
豪
華
な
前

夜
祭
を
皮
切
り
に
、
雪
の
芸
術
展
が

中
心
で
す
が
、
協
賛
行
事
と
し
て
は

繊
労
の
民
謡
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
、

ア
ル
ベ
γ
ス
キ
i
大
会
、
紅
白
柔
道

大
会
経
済
講
演
会
な
ど
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
前
夜
祭
は
高
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
雪
上
舞
台
を
築
き
、
キ
モ
ノ

シ
ョ
ー
を
展
開
し
ま
す
が
、
こ
と
し

の
ゲ
ス
ト
と
し
て
金
井
克
子
と
フ
ラ

ッ
シ
ャ
ー
ズ
．
ダ
ー
ク
ダ
ッ
ク
ス
ま

た
は
、
、
、
ユ
ジ
ヴ
ク
・
ア
カ
デ
、
ミ
ー
な

ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
雪
の
芸
術
作
品
は
い
ま
N
で

ど
お
り
各
町
内
、
会
社
団
体
等
で
作

雪
の
芸
術
車
窓
展
な
ど

も
り
沢
山
な
協
賛
行
事

製
し
て
い
た
父
き
ま
す
が
、
最
近
の

道
路
交
通
事
情
か
ら
高
校
な
ど
広
場

に
作
品
を
集
中
す
る
こ
と
も
研
究
さ

れ
て
い
ま
す
。

保
育
所
入
所
児

童
募
集

　
昭
和
四
十
一
年
度
保
育
所
入
所
児

童
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

一
、
受
付
期
間
　
二
月
一
月
よ
り
二

　
　
月
十
日
ま
で
。

二
、

三
、

提
出
書
類
　
保
育
所
入
所
申
請

書
一
通
、
父
母
、
祖
父
母
、
兄

姉
で
給
与
所
得
の
あ
る
方
は
昭

和
四
十
年
分
源
泉
徴
収
票
の
写

を
必
ず
添
付
し
て
下
さ
い
。

尚
前
年
の
納
税
が
他
の
市
町
村

の
場
合
は
市
町
村
民
税
の
税
額

証
明
書
を
添
付
し
て
下
さ
い
。

提
出
先
　
十
日
町
市
役
所
内
市

…
き
’
…

　
　
社
会
福
祉
事
務
所
。

四
、
申
請
用
紙
　
市
役
所
受
付
、
市

　
　
社
会
福
祉
事
務
所
、
各
保
育
所

　
　
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
お

　
　
申
し
出
下
さ
い
。

五
、
入
所
資
格
　
十
日
町
市
に
住
民

　
　
登
録
を
し
て
あ
っ
て
、
保
育
に

　
　
欠
け
る
児
童
。

六
、
こ
の
募
集
以
前
に
申
請
書
を
提

　
　
出
さ
れ
て
あ
る
方
は
、
再
提
出

　
　
し
て
下
さ
い
。

七
、
申
請
書
提
出
の
際
は
お
宅
の
地

　
　
図
（
近
隣
の
建
造
物
等
目
じ
る

　
　
し
を
記
入
し
た
も
の
）
を
必
ず

　
　
添
付
し
て
下
さ
い
。

八
、
入
所
予
定
人
員

施
設
区
分
皆
疑
猫
計

保北幼十保十

育　児日育日

園越園町所町

五
月
八
日
に
予
定

．
一
〇

二
九

八
　
二
八

〇
　
二
九

〇
　
二
〇
　
二
〇

こ
と
し
の
成
人
式

　
昭
和
四
十
一
年
の
成
人
式
は
こ
と

し
も
出
稼
の
関
係
か
ら
五
月
八
日
に

予
定
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
市
で
は
一
月
十
五
日
の
成
人
の
日

現
在
で
住
民
登
録
に
よ
り
該
当
者
の

名
簿
作
成
を
は
じ
め
ま
し
た
が
、
こ

と
し
の
該
当
者
は
昭
和
二
十
年
四
月

一
日
生
れ
か
ら
昭
和
二
十
一
年
四
月

一
日
生
れ
ま
で
の
人
で
す
。

一

　
成
人
式
行
事
は
例
年
の
と
お
り
成

人
者
の
生
活
記
録
の
募
集
、
成
人
教

室
．
血
液
型
検
査
等
が
あ
り
ま
す
。

十
日
町
市
の
農
業

①

』
≡
≡
＝
…
≡
≡
一
菱
≡
＝
…
…
≡
一
一
…
…
…
≡
…
一
≡
…
≡
＝
≡
…
一
…
≡
…
＝
一
…
≡
旧
＝
一
…
…
…
…
一
一
≡
…
≡
…
毫
≡
口
…
版

””闘”””1”1””1”””””睦”睡li”ill”II”1”1”II”“『III”田1””田II”II”1川1川川1””lll川1”川1照lll”ll川剛

う
そ：く

通事故を

　　　　な

交

冬期間は道路が悪くなりますので

車を運転する人も、歩く人も特に

注意しましよう

望
…
一
≡
…
＝
…
一
≡
…
一
一
…
一
≡
＝
一
≡
…
…
＝
…
…
一
≡
≡
≡
一

全
員
の
参
加
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

　
尚
成
人
式
当
日
は
服
装
な
ど
華
美

に
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。

お
り
ま
す
。

　
し
か
し
旧
暦
の
二
月
と
い
え
ば
、

太
陽
暦
に
か
え
て
み
る
と
、
草
や
木

が
芽
を
ふ
く
ら
ま
し
始
め
る
月
に
当

た
る
こ
と
か
ら
、
　
「
草
木
の
は
り
ふ

く
ら
む
月
」
が
約
言
さ
れ
て
「
き
さ

ら
ぎ
」
と
な
っ
た
と
い
う
説
も
あ
り

ま
す
。
あ
る
い
は
「
陽
気
が
さ
ら
に

く
る
」
ー
気
更
来
1
だ
と
も
い
わ
れ

飲酒運転をやめましよう

スピード運転をやめましよう

…
≡
＝
…
≡
…
一
＝
…
…
≡
…
…
一
…
…
＝

　
て
い
ま
す
。

　
　
い
ず
れ
に
し
て
も
、

十日町市交通対策協議会
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月
は
、
時
に
は
き
び
し
い
寒
さ
に
襲

わ
れ
る
か
と
思
う
と
、
ふ
っ
と
春
近

し
を
思
わ
せ
る
陽
気
が
や
っ
て
く
る

月
で
す
。

」公題ま

川■□川翰‘ll曜馴1昭ノ，口川■■1川il川1■圏il川川膚■”朋皿

■
わ
た
し
の
う
ち
の
お
と
う
ち
ゃ
ん

は
、
い
つ
も
お
か
あ
ち
や
ん
が
お
き

て
そ
う
じ
を
は
じ
め
る
と
、
す
ぐ
わ

た
し
が
ね
て
る
と
こ
ろ
へ
ひ
っ
こ
し

す
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
そ
う
し
な
い

よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
お
も
い

　
　
　
　
㎜
魍
ま
す
。

＝
…
葦
一
…
幽
…
一
－
一
顎
…

　
　
　
　
　
　
…
■
ぼ
く
の
お
と
う
さ
ん
に
、
ね
ぼ
こ

　
　
　
　
　
　
開
き
で
八
時
半
に
な
ら
ん
け
ば
お
き
ま

二
月
と
い
う
㎜
せ
ん
。
だ
す
け
は
や
く
お
き
て
く
れ

　
　
　
　
　
　
巳

　
　
　
　
　
　
■

の
人
口
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
○
才
と
十
五
才
未
満
と
六
十
才
以

上
の
階
層
人
口
を
十
六
才
か
ら
五
十

九
才
ま
で
の
人
口
で
割
っ
た
い
わ
ゆ

る
扶
養
率
は
市
平
均
九
二
・
四
％
で

十
日
町
地
区
八
四
・
四
、
中
条
九
四
・

九
、
下
条
八
九
・
八
、
吉
田
九
五
・

二
、
水
沢
九
七
・
九
、
六
箇
一
〇
六

・
八
、
川
治
七
八
・
九
と
山
地
ほ
ど

高
く
青
壮
年
令
人
口
が
少
な
い
こ
と

物
語
っ
て
い
ま
す
。
尚
男
女
比
率
は

女
一
〇
〇
人
に
対
し
男
が
九
七
・
二

人
で
前
回
に
此
べ
一
・
六
人
減
っ
て

い
ま
す
。
又
年
令
別
で
は
十
五
才
以

下
が
全
体
の
三
三
・
七
％
、
十
六
～

季
節
の
話
題

◎
二
月
の
こ
と
ば

農
家
数
は
四
、
八
三
三
戸

兼
業
化
す
る
農
業

　
農
業
の
実
態
を
調
査
す
る
一
九
六

五
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
昨
年

二
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
市
商
工

課
で
は
こ
の
ほ
ど
そ
の
概
要
を
ま
と

め
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
農
家
戸
数
及
び
人
ロ

　
農
家
戸
数
は
四
八
三
三
戸
で
昭
和

三
十
五
年
調
査
に
比
べ
一
九
〇
戸
減

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
地
区
別
に
み

ま
す
と
十
日
町
地
区
が
四
四
、
中
条

五
〇
、
下
条
二
七
、
吉
田
、
水
沢
と

も
一
九
、
六
箇
八
、
川
治
二
三
と
そ

れ
ぞ
れ
離
廃
農
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
他
産
業
へ
め
転
向
が
主
な
理
由

ま
た
経
営
規
模
別
で
は
減
少
は
三
反

未
満
の
五
六
戸
、
五
反
避
七
反
未
満

四
四
戸
、
七
反
～
一
町
未
満
一
〇
八

戸
、
一
町
～
一
町
五
反
未
満
五
十
戸

一
町
五
反
～
二
町
未
満
九
戸
で
逆
に

三
反
～
五
反
未
満
が
六
九
戸
、
二
町

以
上
が
九
戸
そ
れ
ぞ
れ
増
え
て
い
ま

す
。
　
つ
ぎ
に
兼
業
化
に
つ
い
て
み
ま
す

と
ま
す
く
そ
の
傾
向
を
示
し
、
三

十
五
年
調
査
で
専
業
二
五
・
四
％
、

第
一
種
兼
業
五
四
・
五
％
、
第
二
種

兼
業
二
〇
・
一
％
だ
っ
た
の
が
今
回

で
は
専
業
九
・
六
％
、
第
一
種
兼
業

五
八
・
六
％
、
第
二
種
兼
業
三
一
・

八
％
と
次
第
に
兼
業
化
の
度
合
が
増

し
て
い
ま
す
。

　
一
方
人
口
は
一
戸
平
均
約
五
・
六

人
で
前
回
の
六
・
○
人
に
比
べ
○
・

四
人
減
り
地
区
別
で
は
市
の
中
心
部

十
九
才
が
五
・
五
％
　
二
十
～
二
十

九
才
が
一
一
・
五
％
、
三
十
～
三
十

九
才
が
二
一
丁
二
％
、
四
十
～
四
十

九
才
が
一
一
・
六
％
、
五
十
～
五
十

九
才
が
一
〇
・
二
％
、
六
十
才
以
上

一
四
・
三
％
と
な
っ
て
お
り
、
前
回

に
比
べ
農
業
経
営
の
中
心
と
な
る
べ

き
三
十
九
才
ま
で
の
人
口
が
い
ず
れ

も
減
少
し
、
と
し
よ
り
の
多
い
農
業

化
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す

　
二
月
の
こ
と
を
和
名
で
「
き
さ
ら

ぎ
」
と
い
い
ま
す
。
こ
の
呼
び
名
の

由
来
は
、
一
般
に
「
衣
更
着
」
つ
ま

り
二
月
は
大
変
寒
く
．
衣
服
を
さ
ら

に
重
ね
て
着
る
こ
と
か
ら
と
さ
れ
て

　　　　灘

蓋

近代校舎となった

校学・j・条中

◎
火
の
用
心

　
な
い
か
と
お
も
い
ま
す
。
だ
か
ら
も

　
う
ち
っ
と
は
や
く
お
き
て
、
も
っ
と

　
っ
て
く
だ
さ
い
。

－
■
お
と
う
さ
ん
は
、
い
も
う
と
が
い

ロ

■
ち
こ
く
を
し
な
い
で
か
い
し
ゃ
に
い

□

き
な
火
事
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
月

は
季
節
風
も
強
く
、
空
気
も
乾
き
ま

す
の
で
タ
バ
コ
の
火
、
コ
タ
ッ
の
火

石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
火
元
は
だ
い
じ

ょ
う
ぶ
で
し
ょ
う
か
。
一
に
も
二
に

も
火
の
用
心
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
ニ
月
は
毎
年
火
災
の
多
い
月
で
す
■

っ
い
こ
の
あ
い
だ
青
森
県
三
沢
で
大
閣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
中
条
小
学
校
増
改
築
工
事
は

昨
年
十
二
月
第
二
期
工
事
も
完

了
し
、
鉄
筋
三
階
建
の
近
代
的

校
舎
に
生
れ
か
わ
り
ま
し
た
。

同
校
の
改
築
は
去
る
昭
和
三
十

九
年
七
月
十
四
日
富
井
組
の
手

で
第
一
期
工
事
に
着
手
、
特
別

教
室
三
、
普
通
教
室
六
な
ど
を

建
て
昨
年
六
月
第
二
期
工
事
に

よ
っ
て
さ
ら
に
特
別
教
室
一
、

普
通
教
室
六
の
ほ
か
教
務
員
室

等
延
一
二
二
三
・
四
二
平
方
材

（
六
四
二
・
三
四
坪
）
が
増
改

築
さ
れ
ま
し
た
。
総
工
費
は
約

六
、
七
〇
〇
万
円

【
写
真
は
増
改
築
さ
れ
た

　
　
　
　
中
条
小
学
校
】

「
お
と
う
さ

0■㎜
く
と
や
さ
し
い
が
、
わ
た
し
が
い
く

ロ

闇
と
う
る
さ
そ
う
に
し
ま
す
。
わ
た
し

㎜
は
お
と
う
さ
ん
が
お
さ
け
を
の
ん
で

ド

旧
か
え
っ
て
く
る
と
、
ね
む
っ
た
ま
ね

㎜
を
し
ま
す
が
す
ぐ
わ
か
っ
て
し
ま
い

ド

旧
ま
す
。
で
も
わ
た
し
は
し
ら
ん
ふ
り

酬
し
て
ね
む
っ
た
よ
う
に
し
て
い
ま

ロ
皿
す
。

㎜
ロ
ぽ
く
は
あ
さ
お
き
る
と
い
つ
も
お

コ

…
と
う
さ
ん
に
ど
な
ら
れ
る
。
そ
の
わ

■
け
は
お
ね
え
さ
ん
と
さ
は
ぐ
か
ら

剛

　
だ
。
ぽ
く
は
「
じ
ぶ
ん
だ
っ
て
マ
ー

・
ジ
ャ
ン
を
や
っ
て
う
る
さ
い
く
せ

鱈

　
に
」
と
思
う
。
お
と
う
さ
ん
は
「
お

門
と
な
の
あ
そ
び
だ
か
ら
い
い
ん
だ
」

　
と
す
ぐ
い
う
。
だ
か
ら
ぼ
く
は
す
こ

闘
し
き
ら
い
で
す
。

　
■
ぼ
く
は
と
き
ど
き
お
と
う
さ
ん
の

コ

。
と
こ
ろ
へ
お
べ
ん
と
う
を
も
っ
て
い

　
く
。
そ
し
て
お
と
う
さ
ん
は
お
べ
ん

ロ

。
と
う
を
も
っ
て
い
く
と
十
円
を
く
れ

　
る
。
お
と
う
さ
ん
は
あ
た
ま
の
前
の

ロ

ー
方
が
は
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
五
チ

■
ヤ
ソ
ネ
ル
で
マ
ソ
ガ
が
あ
る
と
「
す

ロ
、
も
う
だ
せ
」
．
と
い
う
か
ら
い
や
だ
。

醒
お
と
う
さ
ん
、
、
あ
ま
り
お
そ
く
な

っ
て
お
さ
け
を
の
ん
で
こ
な
い
よ
う

に
レ
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
る
と
お

か
あ
さ
ん
が
し
ん
ば
い
す
る
し
、
つ

ぎ
の
朝
ふ
つ
か
よ
い
に
な
り
ま
す
か

ら
あ
ま
り
の
ん
で
こ
な
い
で
く
だ
さ

い
。眉

お
と
う
さ
ん
が
し
ゃ
く
し
ょ
か
ら

か
え
っ
て
き
て
、
す
ぐ
「
か
た
づ
け

な
さ
い
」
と
お
こ
っ
た
よ
う
に
い
う

と
き
が
あ
り
ま
す
。
お
こ
っ
た
よ
う

に
い
う
の
で
、
ぽ
く
は
と
き
ど
き
べ

ろ
を
だ
し
ま
す
。
お
と
う
さ
ん
が
お

こ
っ
た
よ
う
に
い
は
な
け
れ
ば
べ
ろ

な
ん
か
だ
さ
な
い
の
に
。

■
わ
た
し
は
お
と
う
さ
ん
の
す
き
な

と
こ
ろ
と
き
ら
い
な
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
す
き
な
と
こ
ろ
は
、
お

金
を
た
く
さ
ん
く
れ
る
こ
と
で
す
。

お
か
あ
さ
ん
か
ら
も
ら
う
と
十
円
か

二
十
円
ぐ
ら
い
で
す
が
、
お
と
う
さ

ん
は
五
十
円
ぐ
ら
い
く
れ
る
の
で

す
。
一
番
す
き
な
こ
と
は
そ
．
れ
く
ら

い
で
す
。

お
と
う
さ
ん
は
よ
る
に
な
る
と
わ
た

し
に
だ
ま
っ
て
、
お
す
し
や
さ
ん
へ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ん
」

子
ど
も
の
ね
が
い
ー

い
っ
て
、
お
す
し
を
一
人
前
た
の
ん

で
き
ま
す
。
お
す
し
が
く
る
と
ふ
と

ん
の
中
で
食
べ
て
い
ま
す
。
と
く
に

わ
た
し
な
ん
か
は
や
く
ね
る
の
で
、

わ
た
し
は
よ
る
み
ん
な
が
な
に
を
し

て
い
た
の
か
な
ん
て
わ
か
り
ま
せ

ん
。
お
と
う
さ
ん
こ
ん
ど
こ
ん
な
こ

と
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
私
達
は
た
い
て
い
夕
ご
は
ん
を
た

べ
ず
に
父
の
か
え
る
の
を
ま
ち
ま

す
。
で
も
父
は
ま
っ
て
い
る
時
に
か

ぎ
っ
て
お
そ
く
な
り
ま
す
。
で
す
か

ら
私
達
は
一
日
中
父
の
顔
を
見
な
い

時
だ
っ
て
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
で

も
父
は
平
気
な
顔
を
し
て
い
ま
す
。

母
が
「
一
日
中
家
に
い
な
け
れ
ば
子

供
が
か
わ
い
そ
う
だ
「
と
い
う
と
、

父
は
し
仕
事
が
あ
れ
ば
し
か
た
が
な

い
」
と
い
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と

が
き
っ
か
け
で
二
人
は
よ
く
ふ
う
ふ

げ
ん
か
を
や
り
ま
す
。

「
公
民
舘
発
刊
（
親
の
ね
が
い
子
の

ね
が
い
よ
り
）
」
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